
文人画家が描く水
　渡辺崋山をはじめ、文人画家が描く山水画などをご堪能ください。

指定 　作者  作品名 　制作年 　材質 員数  法量(ｃｍ) 　備考

重文 渡辺崋山
わたなべかざん

千山万水図
せんざんばんすいず

天保12（1841）年 絹本着色 １幅 147.0×71.0

渡辺崋山 高士
こ う し

観瀑図
か ん ば く ず

天保9（1838）年 絹本着色 1幅 126.0×43.5

渡辺崋山 樹陰
じゅいん

避雨
ひ う

図
ず

文政年間 紙本淡彩 ２幅 各119.0×52.7

谷
たに

　文
ぶん

晁
ちょう

李白
り は く

観
かん

瀑
ばく

図
ず

文化年間 紙本墨画 １幅 176.4×86.4 高林コレクション

谷　文晁 千山万水図
せんざんばんすいず

文化4(1807）年 紙本着色 １幅 136.0×46.9
柴野栗山賛
高林コレクション

谷　文晁 秋山孤亭図
しゅうざんこていず

天明年間 紙本淡彩 １幅 133.7×28.9 高林コレクション

谷　文晁 夏景山水図
か け い さ ん す い ず

寛政9（1797)年 紙本墨画 １幅 29.2×53.2 高林コレクション

井上竹逸
いのうえちくいつ

山水
さんすい

図
ず

明治時代 紙本淡彩 １幅 140.5×49.1

桜間青厓
さくらませいがい

寒江独釣図
かんこうどくちょうず

弘化２(18４５)年 紙本淡彩 1幅 124.6×28.9

野口幽谷
の ぐ ち ゆ う こ く

溪上水仙花
けいじょうすいせんか

明治26（1893）年 絹本着色 １幅 148.6×55.3

白井
し ら い

煙嵓
えんがん

秋景山水図
しゅうけいさんすいず

昭和１３（193８）年 絹本着色 １幅 146.2×42.5

松林桂月
まつばやしけいげつ

四季
し き

山水
さんすい

昭和11（1936）年 絹本墨画淡彩 ４幅 各163.4×51.1

谷　文晁 日本
に ほ ん

名山
めいざん

図
ず

絵
え

文化9（1812）年 版本 ３冊 26.0×18.6

井上竹逸 万里長江図巻
ばんりち ょうこうずかん

明治11(1878)年 紙本淡彩 1巻 20.3×110.4

鏑木
かぶらぎ

華国
か こ く

椿椿山筆山海奇賞図模本
つばきちんざんひつさんかいきしょうずもほん

明治29（1896）年 紙本淡彩 3巻のうち１巻

鏑木華国 渡辺崋山
わたなべかざん

筆
ひつ

四州真景図
し し ゅ うし んけいず

模
も

本
ほん

明治29（189６）年 紙本淡彩 3巻のうち１巻

海から広がる渥美半島展

重美 渡辺崋山 異
い

魚
ぎょ

図
ず

天保１０（18４０）年 紙本墨画淡彩 1幅 37.5×67.2 個人蔵

渡辺崋山 幽
ゆう

居
きょ

記
き

聞
ぶん

巻
かん

天保１０（18４０）年 紙本墨書 １巻 24.0×２８.4 個人蔵

重文＝重要文化財　　重美＝重要美術品　　表記のないものは全て当館所蔵
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＜作者紹介＞ 

渡辺崋山
わたなべかざん

  寛政５（1793）年～天保１２（1841）年 

田原藩家老として活躍しました。はじめ平山
ひらやま

文
ぶん

鏡
きょう

に

師事し、白川
しらかわ

芝山
し ざ ん

、金子
か ね こ

金
きん

陵
りょう

、谷文晁
たにぶんちょう

らに絵を習いま

した。実景に基づかない山水画を批判し、弟子への手

紙に「山水は空疎
く う そ

の極みなり」と書いています。このた

め、現在残っている崋山の山水画は少なく貴重です。 

 

谷
たに

 文晁
ぶんちょう

  宝暦１３（1763）年～天保１１（1840）年 

田安
た や す

家家臣で詩人でもあった谷
たに

麓
ろっ

谷
こく

の子として江

戸に生まれました。はじめ加藤
か と う

文
ぶん

麗
れい

、渡辺
わたなべ

玄対
げんたい

に絵を

学びました。寛政４（１７９２）年、田安家出身の白河藩

主松
まつ

平定
ひらさだ

信
のぶ

の近習となり、『集
しゅう

古
こ

十種
じっしゅ

』などを編纂
へんさん

しま

した。当時の画壇
がだん

の重鎮として活躍し、渡辺崋山をは

じめ多くの弟子を輩出しました。 

 

井上竹逸
いのうえちくいつ

  文化１１（1814）年～明治１９（1886）年 

幕臣梶川
かじかわ

氏に仕える武士の家に生まれました。竹逸

は１７歳から崋山の家を出入りし、弟子となります。天

保１０（1839）年～１２（１８４１）年にかけて長崎奉行

田口喜
たぐちよし

行
ゆき

の家臣として長崎に滞在した際に、砲術を

高島
たかしま

秋
しゅう

帆
はん

に学びました。明治維新後、主君であった梶

川氏の貧窮の話を聞き、愛蔵する琴をお金に替えて梶

川氏に贈りました。「万里長江図巻」（当館蔵）など山水

画を得意としていました。 

 

松林
まつばやし

桂
けい

月
げつ

  明治９（1876）年～昭和３８（1963）年 

 山口県萩市に生まれました。明治２６（１８９３）年に上

京し、翌年、椿椿山を師とする野口
の ぐ ち

幽谷
ゆうこく

の弟子になり

ます。日本美術協会展や文展
ぶんてん

に出品し続け、南画界の

重鎮
じゅうちん

と言われます。昭和１９（１９４４）年、優秀な美術家

へ与えられる帝室
ていしつ

技芸員
ぎげいいん

に任命され、昭和３３（１９５８）

年には文化
ぶんか

勲章
くんしょう

を受けました。 

 

野口
の ぐ ち

幽谷
ゆうこく

  文政８（1825）年～明治３１（1898）年 

大工の棟梁
とうりょう

源四郎の次男として江戸に生まれまし

た。嘉永３（１８５０）年、椿椿山に師事し、花鳥画を学び

ました。明治５（１８７２）年のウィーン万国
ばんこく

博覧会
はくらんかい

や明治

１０（１８７７）年の第１回内国
ないこく

勧業
かんぎょう

博覧会
はくらんかい

に出品し、

画技
が ぎ

を認められました。弟子に椿山の孫である 椿
つばき

二山
に ざ ん

や松林桂月などがいます。  

 

桜間青厓
さくらませいがい

  天明６（1786）年～嘉永４（1851）年 

岡崎藩主本
ほん

多
だ

家に仕えた岡崎藩士です。渡辺崋山・

椿椿山と交友していました。青厓は花鳥画や山水画を

得意とし、「山水は我青厓に及ばず」と崋山に言われる

ほどでした。蛮社
ばんしゃ

の獄
ごく

で崋山が捕らえられた際に、崋

山救済に尽力した一人です。 

 

白井烟嵓
しらいえんがん

  明治２７（18９４）年～昭和５１（１９７６）年 

 豊橋市花田町に生まれました。１６歳より従兄の白井
し ら い

永川
えいせん

に南画を学びます。松林桂月に師事し、大正９（１

９２０）年、第２回帝展
ていてん

初入選以後、帝展や新文展
しんぶんてん

に出

品し、戦後は日展
にってん

へ出品しました。昭和４９（１９７４）年、

渡辺崋山顕彰
けんしょう

の功績が認められ、田原町
たはらちょう

町政
ちょうせい

功労者
こうろうしゃ

として表彰
ひょうしょう

されました。 

 

鏑木
かぶらぎ

華
か

国
こく

  明治元（1868）年～昭和１７（1942）年 

 田原藩士鏑木家の長男として生まれました。渡辺崋

山の次男である渡辺
わたなべ

小華
しょうか

に絵を学びます。渡辺崋山

の顕彰
けんしょう

に尽力し、明治４３（１９１０）年、崋山会
かざんかい

が創立さ

れると常務理事に就きました。また田原城二
に

の丸櫓
まるやぐら

跡
あと

に崋
か

山
ざん

文庫
ぶ ん こ

を建設しました。 

 

 

 


